
 

 

 

 

 

長久手市第２次障害者基本計画に基づく 

第３期障害福祉計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 2 4 年 ４ 月 
 

 

概要版 

※冊子に使用しているイラスト（絵）は、市内の障がい者（児）通所事業所よりご提供いただいています。 

計画期間 



  
 

 平成 18 年 10 月に障害者自立支援法が全面施行されて以来、長久手市では、障害福祉サービス

の提供基盤の整備を進めてきました。 

 この間、障がい種別に分かれていた各種サービスの一元化や就労支援の抜本的強化などがなされ

た反面、この法律に対する課題や問題も多く、平成 22 年 12 月には障害者自立支援法の改正が行

われました。 

 本市では、障がいのある人が地域で自立した日常生活や社会生活を営めるよう、切れ目のない総

合的・計画的な福祉サービスを充実させていくため、国の動向やこれまでの計画の進捗状況、サー

ビス利用の状況を踏まえ、需要に応じたサービス提供基盤の整備を進めるための「長久手市第２次

障害者基本計画に基づく第３期障害福祉計画」を策定します。 

 

 

 

 

 

    ■■■■    基本理念基本理念基本理念基本理念    ■■■■        

 本計画は、第５次長久手市総合計画の基本方針の１つである「人がいきいきとつながるまち」の

達成を目標に、「長久手町第２次障害者基本計画（平成１８年３月制定）」の掲げる基本理念を共有

し、「支え合う 思いやりのまち ながくて」とします。 

 

 
 

 

    ■■■■    基本基本基本基本的方向性的方向性的方向性的方向性■■■■        

 

障がいのある人の 

自己決定・自己選択の尊重と 

相談体制の充実 

 

 障がいのある人等の自立と

社会参加の実現を図っていく

ため、障害福祉サービス等の

提供体制の確保に努めます。

また、必要な情報提供や助言

を行う相談体制の充実を図り

ます。 

 

 

 

市を基本とする 

仕組みへの統一と 

３障がいの制度の一元化 

 

 障がい種別ごとに分かれて

いた制度の一元化をより一層

推進し、障害福祉サービスの

充実を図ります。また、地域

生活支援事業も含めサービス

の充実を図るとともに、地域

間格差を適正化し、公平性を

図ります。 

 

 

地域生活移行や就労支援等の 

課題に対応した 

サービス基盤の整備 

  

地域における居住の場として

のグループホームやケアホー

ムの充実を図るとともに、自

立訓練事業等の推進により、

施設入所・入院から地域生活

への移行を進めます。また、

障がいのある人の生活を地域

全体で支えるシステムの実現

を目指します。 
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 本市の総人口は継続して増加しています。総人口に占める 65 歳以上高齢者の割合を示す高齢化

率は平成 23 年度で 13.7％となっています。高齢化率は継続して上昇していることから、加齢に

よって生じる障がいなどの防止対策が必要となることが考えられます。 
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■■■■障障障障がいがいがいがい種別障害者数種別障害者数種別障害者数種別障害者数とととと人口比人口比人口比人口比のののの推移推移推移推移    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈨ᩱ㸸ᕷ⚟♴ㄢ 

 

 

 

 

 

 

40 歳未満人口 40～64 歳人口 65 歳以上人口 高齢化率 人口合計 

身体 知的 精神 合計 

高齢化率：人口に占める 65 歳以上の高齢者の割合 

身体（身体障害者）：身体障害者手帳を所持している人数 

知的（知的障害者）：療育手帳を所持している人数 

精神（精神障害者）：精神障害者保健福祉手帳を所持している人数 



 

 

 本市の障がい福祉を取り巻く状況について、アンケート調査結果や団体ヒアリングを行った結果

から、以下の６つの課題とその取組みの方向性があげられます。 

 

 自宅にいることが多く、人とのつながりが稀薄化している障がいのある人が、地域で生活してい

くための環境整備の充実が求められています。また、公共交通機関の利便性の向上や地域での移動

手段の確保など、外出しやすい環境づくりと、気軽に交流できる場や機会の確保が求められます。 

  

 緊急時や一時的に預けられる場所の確保が未だ不十分な状況であり、短期入所（ショートステイ）

等の提供事業所の確保が求められています。 

 また、災害などの緊急時において、適切な援助を迅速に行うため、災害時要援護者の登録の推進

と緊急時の安否確認や地域での見守り活動、障がいにあわせた情報伝達体制の整備が重要となって

います。 

  

 障がいの早期発見・早期治療のほか、障がいの予防に向けた保健・医療・福祉の連携と、障がい

のある人が自立し、社会経済活動への参加や、心身の障がいの状態の改善を図るため、適切な医療

が受けられる環境づくりが重要となっています。 

  

 障がいのある人の社会参加と家族介護者の負担軽減等、就労を希望する障がいのある人の就労先

の確保と、就労に必要な訓練を受けられる事業所の確保が重要となっています。 

  

 障がいのある人やその家族が相談できる窓口の充実と、障がいにより意思疎通が難しい人におい

て、気軽に相談できる環境づくりが必要となっています。 

  

 障害福祉サービスをより充実させるため、サービス提供事業者との情報交換等を通じ、連携を強

化し、本市の障がい福祉を支える体制づくりが重要となっています。 

 



 

 

㸯㸬⚟♴᪋タධᡤ⪅ࡢᆅᇦ⏕άࡢ࡬⛣⾜㸯㸬⚟♴᪋タධᡤ⪅ࡢᆅᇦ⏕άࡢ࡬⛣⾜㸯㸬⚟♴᪋タධᡤ⪅ࡢᆅᇦ⏕άࡢ࡬⛣⾜㸯㸬⚟♴᪋タධᡤ⪅ࡢᆅᇦ⏕άࡢ࡬⛣⾜    
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㸱㸱㸱㸱㸬ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦ᴗࡢ฼⏝⪅ᩘ㸬ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦ᴗࡢ฼⏝⪅ᩘ㸬ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦ᴗࡢ฼⏝⪅ᩘ㸬ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦ᴗࡢ฼⏝⪅ᩘ    
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【【【【目標値目標値目標値目標値】】】】平成平成平成平成 26262626 年度年度年度年度までのまでのまでのまでの    
一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数    

4 人（4 倍）    

平成平成平成平成 17171717 年度年度年度年度のののの    
一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数一般就労移行者数    

1 人    

【【【【目標値目標値目標値目標値】】】】平成平成平成平成 26262626 年度年度年度年度までのまでのまでのまでの    
就労移行支援事業就労移行支援事業就労移行支援事業就労移行支援事業のののの利用者数利用者数利用者数利用者数    

23 人（2 割）    

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの    
福祉施設利用者数福祉施設利用者数福祉施設利用者数福祉施設利用者数    

114 人    

平成平成平成平成 17171717 年年年年 10101010 月月月月１１１１日時点日時点日時点日時点のののの    
施設入所者数施設入所者数施設入所者数施設入所者数    

15 人    

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの    
施設入所者数施設入所者数施設入所者数施設入所者数    

8 人    

【【【【目標値目標値目標値目標値】】】】削減見込削減見込削減見込削減見込    
    

7 人（4 割） 

【【【【目標値目標値目標値目標値】】】】    
ᆅᇦ⛣⾜⪅ᆅᇦ⛣⾜⪅ᆅᇦ⛣⾜⪅ᆅᇦ⛣⾜⪅    

5 人（3 割） 

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの    
施設入所者数施設入所者数施設入所者数施設入所者数    

8 人    

【【【【目標値目標値目標値目標値】】】】平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援    
（（（（AAAA 型型型型））））事業事業事業事業のののの利用者利用者利用者利用者のののの割合割合割合割合    

4 割 （（（（        ／／／／        ））））    

 福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業等を通じて、平成 26 年度までに一般就労に移行する者の数値目標を４人と設

定した。 

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの    
就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援（（（（BBBB 型型型型））））事業事業事業事業    

事業事業事業事業利用者利用者利用者利用者    

29 人    

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの    
就労継続支援就労継続支援就労継続支援就労継続支援（（（（AAAA 型型型型））））    

事業事業事業事業利用者利用者利用者利用者    

25 人    

 平成 26 年度末の施設入所者数を平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者から、７人の削

減の数値目標を設定した。また、平成 17 年 10 月 1 日時点の施設入所者のうち、５人が

地域生活へ移行をめざす。 

 平成 26 年度末における福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業を利用する者の数値

目標を 23 人と設定した。 

 平成 26 年度末における就労継続支援事業の利用者のうち、就労継続支援（Ａ

型）事業を利用すること者の割合を４割と設定した。 

アアアア    

平成平成平成平成 26262626 年度末年度末年度末年度末のののの就就就就
労継続支援労継続支援労継続支援労継続支援（（（（AAAA 型型型型＋＋＋＋
BBBB 型型型型））））事業事業事業事業のののの利用者利用者利用者利用者    

54 人 イイイイ    

アアアア    イイイイ    

■就労継続支援（A 型） 

雇用契約に基づき働きなが

ら一般就労も目指し、知識・

能力の向上のために必要な

訓練を行います。 

■就労継続支援（B 型） 

雇用契約は結ばずに、就労

の機会を提供し、知識・能

力の向上のために必要な

訓練を行います。 



 

 

 長久手市では、以下の自立支援給付及び地域生活支援事業について、サービス提供事業者等と連

携しながら提供していきます。 

  

 

ᒃᏯ௓ㆤ㸦࣮࣒࣍࣊ࣝࣉ㸧࣭ 㔜ᗘゼၥ௓ㆤ࣭ྠ⾜᥼ㆤ࣭⾜ື᥼ㆤ࣭㔜ᗘ㞀ᐖ⪅➼ໟᣓᨭ᥼ᒃᏯ௓ㆤ㸦࣮࣒࣍࣊ࣝࣉ㸧࣭ 㔜ᗘゼၥ௓ㆤ࣭ྠ⾜᥼ㆤ࣭⾜ື᥼ㆤ࣭㔜ᗘ㞀ᐖ⪅➼ໟᣓᨭ᥼ᒃᏯ௓ㆤ㸦࣮࣒࣍࣊ࣝࣉ㸧࣭ 㔜ᗘゼၥ௓ㆤ࣭ྠ⾜᥼ㆤ࣭⾜ື᥼ㆤ࣭㔜ᗘ㞀ᐖ⪅➼ໟᣓᨭ᥼ᒃᏯ௓ㆤ㸦࣮࣒࣍࣊ࣝࣉ㸧࣭ 㔜ᗘゼၥ௓ㆤ࣭ྠ⾜᥼ㆤ࣭⾜ື᥼ㆤ࣭㔜ᗘ㞀ᐖ⪅➼ໟᣓᨭ᥼ 

 自宅で食事、入浴、排泄の介護等を行う「居宅介護（ホームヘルプ）」、重度の肢体不自由者を対

象に、居宅介護や外出支援を行う「重度訪問介護」、移動に著しい困難を有する障害者等の外出時

に必要な援助を行う「同行援護」、知的・精神障害者等の外出時に必要な援助を行う「行動援護」、

居宅介護等の複数の障害福祉サービスを包括的に行う「重度障害者等包括支援」を提供します。 

⏕ά௓ㆤ⏕ά௓ㆤ⏕ά௓ㆤ⏕ά௓ㆤ    

 障害者支援施設等で、日中の食事・入浴・

排泄の介護等を行い、創作的活動や生産活動

の機会を提供します。 

⮬❧カ⦎㸦ᶵ⬟カ⦎࣭⏕άカ⦎㸧⮬❧カ⦎㸦ᶵ⬟カ⦎࣭⏕άカ⦎㸧⮬❧カ⦎㸦ᶵ⬟カ⦎࣭⏕άカ⦎㸧⮬❧カ⦎㸦ᶵ⬟カ⦎࣭⏕άカ⦎㸧    

 自立した日常生活や社会生活ができるよ

うに、身体機能や生活能力の向上のための訓

練等を一定期間行います。 

ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼    

 生産活動や職場体験等、就労に必要な知

識・能力の向上のための訓練等を一定期間行

います。 

ᑵປ⥅⥆ᨭ᥼㸦㸿ᆺ࣭㹀ᆺ㸧ᑵປ⥅⥆ᨭ᥼㸦㸿ᆺ࣭㹀ᆺ㸧ᑵປ⥅⥆ᨭ᥼㸦㸿ᆺ࣭㹀ᆺ㸧ᑵປ⥅⥆ᨭ᥼㸦㸿ᆺ࣭㹀ᆺ㸧 

 就労機会や生産活動等の活動機会を提供

し、知識・能力の向上のために必要な訓練等

を行います。 

▷ᮇධᡤ▷ᮇධᡤ▷ᮇධᡤ▷ᮇධᡤ    

 短期間、夜間も含め、施設で食事・入浴・

排泄の介護等を行います。 

⒪㣴௓ㆤ⒪㣴௓ㆤ⒪㣴௓ㆤ⒪㣴௓ㆤ 

 主に日中の病院等で機能訓練や療養上の

管理、看護、医学的な管理のもとでの介護、

日常生活上の支援を行います。

 

ඹྠ⏕ά௓ㆤ㸦࣒࣮࣍࢔ࢣඹྠ⏕ά௓ㆤ㸦࣒࣮࣍࢔ࢣඹྠ⏕ά௓ㆤ㸦࣒࣮࣍࢔ࢣඹྠ⏕ά௓ㆤ㸦࣒࣮࣍࢔ࢣ）））） 

 主に夜間の共同生活を行う住居として、食 

事・入浴・排せつの介護等を行います。 

ඹྠ⏕ά᥼ຓ㸦࣒࣮࣍ࣉ࣮ࣝࢢ㸧ඹྠ⏕ά᥼ຓ㸦࣒࣮࣍ࣉ࣮ࣝࢢ㸧ඹྠ⏕ά᥼ຓ㸦࣒࣮࣍ࣉ࣮ࣝࢢ㸧ඹྠ⏕ά᥼ຓ㸦࣒࣮࣍ࣉ࣮ࣝࢢ㸧 

 主に夜間の共同生活を行う住居として、相

談やその他日常生活上の援助を行います。 

 

᪋タධᡤᨭ᥼᪋タධᡤᨭ᥼᪋タධᡤᨭ᥼᪋タධᡤᨭ᥼    

 主に夜間の食事・入浴・排泄の介護等を行 

います。 

 

 

    ࢫࣅ࣮ࢧࡢ௚ࡢࡑࢫࣅ࣮ࢧࡢ௚ࡢࡑࢫࣅ࣮ࢧࡢ௚ࡢࡑࢫࣅ࣮ࢧࡢ௚ࡢࡑ

 障がいの軽減や機能維持を図り、必要

な医療費を軽減する制度「自立支援医療」、

身体機能を補完や代償する用具の支給を

行う「補装具費の支給」をします。 

国や都道府県の義務的経費が伴う全国一律のサービスとして、介護給付、訓練等給

付、自立支援医療、補装具の 4 つからなる障害福祉サービス。 



ィ⏬┦ㄯᨭ᥼ィ⏬┦ㄯᨭ᥼ィ⏬┦ㄯᨭ᥼ィ⏬┦ㄯᨭ᥼ 

 障害福祉サービスを利用するすべての障

害者を対象に、サービス等利用計画を作成す

るとともに、一定の期間ごとに利用状況のモ

ニタリングを行います。 

 

 

┦ㄯᨭ᥼஦ᴗ┦ㄯᨭ᥼஦ᴗ┦ㄯᨭ᥼஦ᴗ┦ㄯᨭ᥼஦ᴗ    

 障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供、助言、障害福祉サービスの利用支援等、必要な

支援を行います。 

ᡂᖺᚋぢไᗘ฼⏝ᨭ᥼஦ᴗᡂᖺᚋぢไᗘ฼⏝ᨭ᥼஦ᴗᡂᖺᚋぢไᗘ฼⏝ᨭ᥼஦ᴗᡂᖺᚋぢไᗘ฼⏝ᨭ᥼஦ᴗ    

 判断能力が不十分な人について、障害福祉サ

ービスの利用契約の締結等が適切に行われる

よう、申立てに必要な経費や後見人等の報酬の

全部または一部を助成します。 

 ᨭ᥼஦ᴗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᨭ᥼஦ᴗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᨭ᥼஦ᴗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᨭ᥼஦ᴗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

 意思疎通を図ることに支障がある聴覚障害

者等に対し、手話通訳者、要約筆記者の派遣等

を行います。

᪥ᖖ⏕ά⏝ල⤥௜➼஦ᴗ᪥ᖖ⏕ά⏝ල⤥௜➼஦ᴗ᪥ᖖ⏕ά⏝ල⤥௜➼஦ᴗ᪥ᖖ⏕ά⏝ල⤥௜➼஦ᴗ    

 日常生活上の便宜を図るため、障がい者に自

立生活支援用具等の日常生活用具の給付や貸

与をします。 

⛣ືᨭ᥼஦ᴗ⛣ືᨭ᥼஦ᴗ⛣ືᨭ᥼஦ᴗ⛣ືᨭ᥼஦ᴗ 

 社会生活において必要不可欠な外出や余

暇活動等、社会参加に必要な外出支援を行い

ます。 

ᆅᇦάືᨭ᥼࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗᆅᇦάືᨭ᥼࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗᆅᇦάືᨭ᥼࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗᆅᇦάືᨭ᥼࣮ࢱࣥࢭ஦ᴗ    

 地域の実情に応じて、創作的活動や生産活

動の機会の提供し、社会との交流促進等の便

宜を図ります。 

 

᪥୰୍᫬ᨭ᥼஦ᴗ᪥୰୍᫬ᨭ᥼஦ᴗ᪥୰୍᫬ᨭ᥼஦ᴗ᪥୰୍᫬ᨭ᥼஦ᴗ    

 家族の就労支援や家族の一時的な休息、そ

の他冠婚葬祭や病気等の緊急時の一時的な

預かりを支援し、障害者等に日中の活動の場

を提供します。 

 ஦ᴗࡢ௚ࡢࡑ஦ᴗࡢ௚ࡢࡑ஦ᴗࡢ௚ࡢࡑ஦ᴗࡢ௚ࡢࡑ

 手話奉仕員や要約筆記奉仕員の養成研修を行う「奉仕員養成研修事業」、訪問による居宅での入

浴サービスの提供を行う「訪問入浴サービス事業」、普通自動車運転免許を取得した場合に、必要

な経費の一部を助成する「身体障害者自動車免許取得費助成事業」、自らが所有し、運転する自動

車の改造に必要な経費の一部を助成する「身体障害者用自動車改造費助成事業」を提供します。

ᆅᇦ┦ㄯᨭ᥼㸦ᆅᇦ⛣⾜ᨭ᥼࣭ᆅᇦᐃ╔ᨭ᥼㸧ᆅᇦ┦ㄯᨭ᥼㸦ᆅᇦ⛣⾜ᨭ᥼࣭ᆅᇦᐃ╔ᨭ᥼㸧ᆅᇦ┦ㄯᨭ᥼㸦ᆅᇦ⛣⾜ᨭ᥼࣭ᆅᇦᐃ╔ᨭ᥼㸧ᆅᇦ┦ㄯᨭ᥼㸦ᆅᇦ⛣⾜ᨭ᥼࣭ᆅᇦᐃ╔ᨭ᥼㸧    

長期入院・入所等している障害者等の地域

移行に必要な支援を行う「地域移行支援」、

ひとり暮らしをしており、夜間等も含む緊急

時の連絡・相談等の必要な支援を行う「地域

定着支援」を提供します。 

市町村が行う事業として、障害者、障害児の保護者等からの相談に応じ、必要な情

報の提供及び助言等を供与するとともに、障害者等の権利擁護に必要な援助、手話

通訳者等の派遣、日常生活用具の給付・貸与など、障害者支援する事業 



 

 

        

 「長久手市障害者自立支援協議会」等を活用し、その内容を広く市民に啓発していきます。 

        

 障がい者関係団体との意見交換の実施等を通じて施策・事業の検証を行います。また、長久手市

障害者自立支援協議会において、サービスの実績や地域生活移行の進捗状況等確認し、助言や所要

の対策を検討します。 

        

 効果的・総合的な施策の推進を図るため、関係行政機関の間の施策連携を強化します。また、障

がい者関係団体、ＮＰＯ法人等民間団体、事業者団体等と連携し、各種サービスを提供します。 

        

 サービスを利用する障がいのある人のニーズを適切に把握し、事業の展開を推進します。 

    

 新しい施策や制度、事業等について情報提供を行い、サービスを必要としている人たちや相談に

来た人への適切な情報提供や支援を行います。 
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